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実施設計の概要 

■敷地の概要 

住     所：東京都江東区豊洲５丁目１番（住居表示）

敷 地 面 積：約１５,０００㎡

所  有  者：江東区

用 途 地 域：準工業地域

基準建ぺい率：６０％

基 準 容 積 率：３００％

基準有効空地率：４０％（「東京都再開発等促進区を定める地区計画運用基準」より）

基 準 緑 化 率：４０％（「新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針」より）

■建物の概要

主  用  途：病院

建 築 面 積：約６,９００㎡

建 ぺ い 率：約４６％

容積対象面積：約３９,３００㎡

容  積  率：約２６２％

延 べ 床 面 積：約４６,０００㎡

階     数：地下１階、地上１０階

最 高 高 さ：約５３.５ｍ（AP+4.0 前面道路高さより） 

有 効 空 地 率：約４３％ 

緑  化  率：約４６％ 

駐  車  場：自動車１６２台（荷捌き用７台含む） 

        自転車１７０台 

 

■病院の概要 

予定診療科目：内科（内科、呼吸器・アレルギー、神経、腎臓、糖尿・代謝）

外科（一般外科、乳腺外科、形成外科）、消化器センター（消化器内科、消化器

外科）、心臓血管センター（循環器内科、循環器外科）、脳神経センター（神経内

科、脳外科）、救急センター、こどもセンター（小児内科、小児外科）、周産期セ

ンター、婦人科、整形外科、眼科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、

病理診断科、精神科、皮膚科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、歯科

病  床  数：４１４床（開院時３００床）

外 来 部 門：外来患者数１,０００人／日、診察室５０ブース

救 急 部 門：二次救急医療、新生児救急医療

新生児・周産期部門：ＮＩＣＵ９床、ＧＣＵ２０床、周産期３０床

開院予定年度：平成２５年度

■断面構成図 
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一般病棟Ａ(45床)　　　　　　一般病棟Ｂ(45床)

エントランス　　中央待合室　　救急外来・病棟(25床)　　放射線部門

地下駐車場（162台）駐輪場（170台）　　給食調理室　　医療廃棄物保管場所　　霊安・剖検

内視鏡室・人工透析室・リハビリ室　　各種サプライ部門　　管理部門

外来診察室(50ブース)　　　　　　　採血室・生理検査室・化学療法室

周産期センター(30床)、ＮＩＣＵ(9床)、ＧＣＵ(20床)、こどもセンター(40床)

ＩＣＵ・ＣＣＵ(20床)　　　　   手 術 室(15室)

一般病棟Ａ(45床)　　　　　　一般病棟Ｂ(45床)

一般病棟Ａ(45床)　　　　　　一般病棟Ｂ(45床)

レストラン・学生職員食堂　　講堂 　　管理部門
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■工程について 

平成２２年 ７月   基本設計完了・開設許可申請 

         １２月   実施設計完了 

    平成２３年 １月   

免震評定・大臣認定、建築確認申請 

       

    ６月   工事着工 

  

               （工期 ３０ヶ月） 

 

平成２５年１２月   竣 工 

    平成２６年 １月   

開設準備 

       

３月   開 院
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東電堀に建つ立地を活かして

（仮称）昭和大学新豊洲病院

東電堀の景観について

3意匠　実施設計概要書

豊洲地区景観ガイドラインにおいて、都市景観形成の4つの基本方針が

設定されています。

①豊洲地区周辺エリアと調和したスカイラインを形成する

②周囲の水域の広がりと魅力を取り込んだビスタポイントを形成する

③魅力ある水際環境軸形成を先導する街並み景観を形成する

④都市環境軸のシンボリックな街並み景観を形成する

□遠景　- まとまりのある水際の景観形成　-
　　　　　豊洲らしさの創造＝地域との連携・つながり
　　・建物を大きなボリュームで構成するのではなく、分節化することでスケール感
　　　のあるシルエットをつくり出す
　　・建物の凹凸や、庇、バルコニーによる彫が深く陰影のある外装計画
　　・東電堀全体をつなぐ四季を感じる植栽計画

□中景　-　水辺の街並み形成とにぎわい　-　
　　　　　 計画地の個性の創造＝街並み・東電堀へ向けた顔づくり
　　・建物のセットバックによる連続性をもたせた街並みの広がり
　　・まちに開かれたエントランス空間や外構計画
　　・オープンスペースによる緑のネットワークづくり　　

□近景　-　安全で安らぎのある空間づくり　-
　　　　　 人のつどい、景観の広がりを創造＝開放性と快適性の確保
　　・自然な風合いのある素材と人々を招き入れるエントランスの計画
　　・夜間でも安全でバリアフリーに配慮した散策路や広場の計画
　　・四季折々で変化のある外構計画

魅力ある水際空間の景観形成や、アメニティの高い歩行者空間を実現するため、

「遠景」・「中景」・「近景」のそれぞれの視点に立った計画により、「パークホスピタル」

の実現を目指します。



落葉樹や草花により
四季の移ろいを演出する
落葉樹や草花により
四季の移ろいを演出する

利用者を海風から守る
常緑樹林や修景壁

日常的な余暇活動から、緊急災害時の
拠点まで対応する芝生広場の整備

抜けた空間をつくり、水際空間へ
視線を誘導する

日常的な余暇活動から、緊急災害時の
拠点まで対応する芝生広場の整備

ウォーターフロント
プロムナード

周辺環境と連続した
植生づくり

街並みに
合わせて
セットバック

周辺環境と
連続した
植生づくり

ウォーターフロント
プロムナード

周辺環境と連続した
植生づくり

街並みに
合わせて
セットバック

周辺環境と
連続した
植生づくり

アクセントとリズムのある
外構計画
アクセントとリズムのある
外構計画

まとまりのある
オープンスペース
の確保

アイストップ
となる植栽

アイストップ
となる植栽

水際空間と街路の
連続したシンボル
プロムナード

緑に開かれた
エントランス

まちと連続した
広場空間

まとまりのある
オープンスペース
の確保

アイストップ
となる植栽

アイストップ
となる植栽

水際空間と街区を
連続したシンボル
プロムナード

新豊洲病院計画地

街区と連続した植生づくり 水辺と連続した植生づくり

周囲と連続した壁面線の構成
まとまりのあるオープンスペースの確保

アイストップとなる
アート・植栽計画

ビスタの確保

みどりの丘や水辺の広場と
シンボルプロムナード

緑に開かれたエントランス空間、
まちとの連続した広場空間

安全で安心な
歩行者空間、照明計画

四季の移ろいを感じる
耐久性・耐風性に優れた松等の植栽計画

緑に開かれた
エントランス

まちと連続した
広場空間

耐潮性に
優れた植栽

□遠景 − 豊洲らしさの創造＝水と緑の連携

東電堀

①周辺環境と一体となった景観の形成
　連続したスカイラインの形成、自然のつながり（緑、水辺空間）

②デザインの連続性
　アクセントとリズムのある外構計画、魅力的な夜景づくり
　街並みに合わせたセットバックやスカイラインの形成

③生態的なつながりの確保
　周辺環境と連続した植生づくり（街区、水辺）
　魅力あるウォーターフロントを形成する水辺の植生づくり

□中景 − 計画地の個性の創造＝街並み・東電堀へむけた顔づくり

①壁面線の後退と見通しの確保
　周囲と連続した壁面線の構成
　まとまりのあるオープンスペースの確保

②ビスタの確保とアイストップによるメリハリのある外部空間
　アイストップとなるアート・植栽計画

③水際空間と街区の連続
　みどりの丘や水辺の広場とシンボルプロムナード

□近景 − 人の集い、景観の広がりを創造=開放性と快適性の確保

①開かれた空間づくり
　緑に開かれたエントランス空間、まちとの連続した広場空間

②安全で安心な空間づくり
　歩行者空間、照明計画

③屋外空間に潤いをもたらす豊かな空間づくり
　耐潮性に優れた樹種を選定した、テーマ性のある植栽計画

（仮称）昭和大学新豊洲病院

空間づくりの考え方（遠景・中景・近景）

4意匠　実施設計概要書

街区（ららぽーと）側から遠景 東電堀から

近景

中景

エントランスから広がるウッドデッキ水辺へ繋がるシンボルプロムナード

区道側から



外観の考え方‑ 1

堤外

計画地

計画地

堤外 堤内

植栽や外構の

ゆるやかな統一感

街区から水際空間
へ開かれた空間を
つくる

小学校と連続した
広場により広がり
のあるエントラン
ス広場をつくる

駐車場を地下化し
ま と ま り の あ る
オープンスペース
をつくる

小学校と連続した
広場により広がり
のあるエントラン
ス広場をつくる

周辺住宅との距離を保ち
お互いのプライバシーを保つ

区道側に面した低層部は、道路面と高低差があることか
ら、緑化された法面と緑地帯による落ち着いた雰囲気の

ある歩行者空間として、計画をします。

文化・レクリエーション施設側に面した低層部は、将来の
緑のつながりを意識した、壁面緑化と植栽のパターン舗

装による計画とします。

東電堀側に面した低層部は、東電堀が見渡せ、東電堀と

の連続性を重視した計画とします。

歩行者入口

建物のスケール

周辺となじませる

まちに開かれた
透過性のあるエントランス空間

　病棟のある高層部は、それぞれ条件の異なる環境に直接面することから、彫りの深いバルコニーと各

条件に見合った角度のルーバーで計画します。

小学校側と東電堀に面した部分は、西日をさえぎりながら視界を確保できる計画とし、区道側と文化・

レクリエーション施設側に面した部分は、近隣の住宅とのプライバシーを保つような計画とします。

□□□□□「「「「「パパパパパーーーーークククククホホホホホスススススピピピピピタタタタタルルルルル」」」」」ののののの実実実実実現現現現現ににににに向向向向向けけけけけたたたたた外外外外外観観観観観ののののの考考考考考えええええ方方方方方

　計画地は堤外地であり、現在は良好な水際空間を地域住民が自由に享受できる環境にはありま

せん。

　（仮称）昭和大学新豊洲病院は、東電堀の連続した水際空間と緑のネットワークをつなぐことで、

新防潮堤が整備され、隣接する小学校や将来計画されている文化・レクリエーション施設の建設に

対して先導的な役割を果たします。

　「敷地と周辺環境」との連続性、「建物と外部空間」の関係から、建物配置や外構の計画を行なうこ

とで、良好な街並みの形成に貢献する建物の外観デザインとします。

　また、豊洲地区の景観を担う「パークホスピタル」としてだけではなく、地域の環境負荷低減にも

貢献する「エコホスピタル」として、（仮称）昭和大学新豊洲病院を計画します。

①①①①①　敷地の提内地化　敷地の提内地化　敷地の提内地化　敷地の提内地化　敷地の提内地化

②②②②②　敷地と周囲をつなげる　敷地と周囲をつなげる　敷地と周囲をつなげる　敷地と周囲をつなげる　敷地と周囲をつなげる

③③③③③　人と空間をつなげる　人と空間をつなげる　人と空間をつなげる　人と空間をつなげる　人と空間をつなげる

①①①①①　オープンスペースを確保する　オープンスペースを確保する　オープンスペースを確保する　オープンスペースを確保する　オープンスペースを確保する

○敷地と周辺環境との考え方○敷地と周辺環境との考え方○敷地と周辺環境との考え方○敷地と周辺環境との考え方○敷地と周辺環境との考え方 ○建物と外部空間の考え方○建物と外部空間の考え方○建物と外部空間の考え方○建物と外部空間の考え方○建物と外部空間の考え方 ○建物各面の外観の考え方○建物各面の外観の考え方○建物各面の外観の考え方○建物各面の外観の考え方○建物各面の外観の考え方

②②②②②　　　　　ﾎ ﾞ ﾘ ｭ ｰ ﾑﾎ ﾞ ﾘ ｭ ｰ ﾑﾎ ﾞ ﾘ ｭ ｰ ﾑﾎ ﾞ ﾘ ｭ ｰ ﾑﾎ ﾞ ﾘ ｭ ｰ ﾑ を分割してを分割してを分割してを分割してを分割してｽ ｹ ｰ ﾙｽ ｹ ｰ ﾙｽ ｹ ｰ ﾙｽ ｹ ｰ ﾙｽ ｹ ｰ ﾙを小さくするを小さくするを小さくするを小さくするを小さくする

③③③③③　まちへ開きながら、　まちへ開きながら、　まちへ開きながら、　まちへ開きながら、　まちへ開きながら、ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｼ ｰﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｼ ｰﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｼ ｰﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｼ ｰﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｼ ｰ を保つを保つを保つを保つを保つ

敷地を提内地化されることで、今までまちに開かれ

ていなかった敷地がまちに開かれる

堤内

建物の配置やスケールを周囲となじませ、街並み
としてのつながりをもたせる 建物のﾎﾞﾘｭｰﾑを分割しヒューマンスケールとする

区道側外観区道側外観区道側外観区道側外観区道側外観

東電堀側外観東電堀側外観東電堀側外観東電堀側外観東電堀側外観

文文文文文化化化化化・・・・・レレレレレクククククリリリリリエエエエエーーーーーシシシシショョョョョンンンンン側側側側側外外外外外観観観観観

小学校側外観小学校側外観小学校側外観小学校側外観小学校側外観

小学校側に面した低層部分は、まちに開かれたエントラ
ンス広場と透過性のあるエントランスホールにより、水

と緑と連続した開放的な計画とします。

東電堀東電堀東電堀東電堀東電堀

小学校小学校小学校小学校小学校

文化文化文化文化文化
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

水辺へのアクセスルート
となる緑道

建物と建物の間の植栽により、
ゆるやかなつながりをつくる

東電堀を囲む連続した
緑のつながり

東電堀の一体性を重視した植栽計画

水と緑をつなぐ
開放的な広場

まちに開かれたエントランス

オープンスペースにより
東電堀へのビスタを確保

周辺住宅との距離を保ち、
お互いのプライバシーを保つ

セットバックにより建物の圧迫感を軽減



文化・
レクリ
エーション
ゾーン

東電掘

小学校

区道

夏至8:00
太陽高度40°

夏至17:00
太陽高度20°

春秋分8:00
太陽高度30°

春秋分16:00
太陽高度18°

春秋分12:00
太陽高度55°
夏至　12:00
太陽高度78°

建物への日射

・北東面（区道）
　太陽高度30°～40°の
　日差し
・南東面
（文化・レクリエーションゾーン）
　太陽高度55°～78°の
　高度が高い日差し
・南西面（東電掘）
　春秋分の夕方で太陽高
　度が低い日差し
・北西面（小学校）
　夏至の夕方で太陽高度
　が低い日差し

熱負荷を低減する工夫

□「パークホスピタル」＝「エコホスピタル」実現への取組み

○緑陰と彫の深い建物の表情が生み出す　－「パークホスピタル」
・彫の深い病棟の表情　　　　　　・・・バルコニー、ルーバー

・緑を取り込む透明感のある開放的なエントランス

○環境負荷が少なく快適な療養環境を実現する　－「エコホスピタル」
・外部環境からの負荷を低減する・・・日差し、風

・外部環境への負荷を低減する  ・・・風、ヒートアイランド、雨水の流出抑制

・西向き、東向きの異なる日射条件への対応

・病棟や待合部分のプライバシー確保と眺望の確保

低層部立面（エントランス・診療部門等）の考え方

日射遮蔽の考え方

パークに開かれた透過性のあるファサード

パークの景観と調和する深い庇

西日を遮る
縦ルーバーの設置

周辺への眺望を確保

角度の低い
日射を遮る
縦ルーバー
の設置横になりながら外を

眺められる腰の低い窓

高い日射を遮る水平フィン

バルコニー
高い角度の日差しを防ぐ

縦ルーバー
低い角度の日差しを防ぐ

壁面緑化
外壁への熱負荷を低減する

屋上緑化
屋上への熱負荷を低減する

N

①エントランスホールは病院全体の顔として、まちに開かれた表情を持つ計画とします。

②検査部門や事務部門については、深い庇により熱負荷を低減し、パークの景観と調和
　した水平ラインを強調した計画とします。　
　

①太陽高度や方位に適したルーバー、
　バルコニー、縦ルーバー、水平のフィンによ
　り病室への直　達日射を低減します。

②東電堀をはじめとした、水際への眺望を確保
　した計画とします。　

彫の深い病棟の表情：バルコニー・ルーバー

高層部（病棟）立面の考え方

①バルコニー、ルーバーの構成により、陰影のある彫の深い表情をもつ計画とします。

②高層部(病棟）をセットバックすることで、周辺との距離を確保しお互いのプライバシ
　ーを保つ計画とします。
　

（仮称）昭和大学新豊洲病院

外観の考え方-2
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